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建
保
三
年
（
＝
＝
五
）
に
成
立
し
た
「
内
裏
名
所
百
首
」
 
（
順
万
富
の
催

し
）
に
お
い
て
は
、
一
Q
O
の
歌
枕
が
設
定
さ
れ
、
そ
れ
が
春
二
十
首
、
夏
十

首
、
秋
二
十
首
、
冬
十
首
、
恋
二
十
首
、
雑
三
十
首
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
本

稿
は
そ
の
「
雑
」
の
歌
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
幽

 
正
治
（
】
一
九
九
～
）
以
後
の
百
首
に
お
け
る
「
雑
」
の
部
の
設
定
に
つ

い
て
た
ど
っ
て
み
よ
う
。
 
「
正
治
初
度
百
首
」
 
（
＝
一
〇
〇
）
に
お
い
て
は
、

旅
5
首
、
山
家
5
首
、
鳥
5
首
、
祝
5
首
の
部
は
あ
る
が
、
 
「
雑
」
と
い
う
語

の
標
示
は
な
い
。
 
「
千
五
百
番
歌
合
百
首
」
・
（
一
二
〇
一
詠
進
）
に
お
い
て
は

「
雑
」
1
0
首
の
設
定
が
あ
り
、
「
内
大
臣
家
百
首
」
 
（
建
保
三
年
）
に
お
い
て

は
「
雑
」
2
5
首
の
設
定
が
あ
る
。
そ
う
し
て
、
 
「
千
五
百
番
歌
合
百
首
」
に
お

い
て
は
、
祝
5
首
が
「
雑
」
1
0
首
の
ほ
か
に
設
定
ざ
れ
て
い
る
こ
と
》
お
よ
び

「
内
大
臣
家
百
首
」
に
お
い
て
は
、
 
「
雑
」
2
5
首
の
内
わ
け
が
旅
5
首
、
述
懐

5
首
、
祝
5
首
、
神
祇
5
首
、
釈
教
5
首
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
目
を
向
け
た

上
で
、
 
「
内
裏
名
所
百
首
」
の
雑
2
0
首
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
と
こ
ろ
で
、
 
「
内
裏
名
所
百
首
」
の
雑
の
歌
に
、
皇
威
の
千
年
万
年
の
隆
盛

を
祈
り
寿
ぐ
と
い
う
祝
言
性
の
歌
が
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
百
首
に
別

に
祝
の
部
の
な
い
こ
と
に
も
よ
る
の
で
あ
る
が
、
更
に
、
順
徳
院
の
催
し
に
お

い
て
奉
る
「
内
裏
名
所
百
首
」
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ち
れ

る
。 

過
去
の
百
首
に
お
い
て
、
祝
の
部
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
皇
威
の
隆
盛

を
祈
り
寿
ぐ
祝
言
性
が
祝
の
部
の
歌
だ
け
で
は
盛
り
切
れ
ず
、
四
季
の
部
の
歌

に
も
溢
れ
て
い
た
例
と
し
て
、
 
「
正
治
初
度
百
首
」
と
「
千
五
百
番
歌
合
百

首
」
に
お
け
る
俊
成
の
歌
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
君
」
「
君
が
代
」
 
「
千
代
」

「
万
代
」
と
い
っ
た
語
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
久
保
田
濫
掘
が
指

（
3
）

摘
し
て
お
ら
れ
る
。

 
こ
の
「
内
裏
名
所
百
首
」
に
お
い
て
、
雑
の
部
以
外
に
こ
の
よ
う
な
祝
言
性

の
あ
る
歌
を
探
る
と
、
俊
成
女
と
家
隆
と
に
一
首
ず
つ
次
の
よ
う
な
歌
が
あ
る
。

 
水
無
瀬
河
（
春
）

 
 
君
も
ま
た
千
年
や
影
を
み
な
せ
響
く
も
ら
ぬ
御
代
の
空
の
光
に
（
俊
成

 
 
女
）
・
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御
裳
濯
河
（
夏
）

 
 
夏
引
の
糸
も
て
を
れ
る
な
が
き
日
の
御
も
す
そ
河
は
千
世
も
す
む
べ
し

 
 
（
家
君
）

 
次
に
、
こ
の
「
内
裏
名
所
百
首
」
の
「
雑
」
の
部
に
お
け
る
、
・
こ
の
よ
う
な

祝
言
性
の
あ
る
歌
を
見
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
 
「
皇
威
の
千
年
万
年
の
隆
盛
を
祈

り
寿
ぐ
と
い
う
祝
言
性
の
歌
」
に
連
な
る
も
の
と
し
て
、
 
「
皇
室
中
心
思
想
の

あ
ら
わ
れ
た
歌
」
 
（
皇
室
賛
美
の
歌
の
ほ
か
に
、
上
皇
を
敬
慕
す
る
歌
、
天
皇

に
嘆
願
す
る
歌
を
含
め
る
）
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
、
皇
室
賛
美
・
皇

室
尊
重
の
歌
と
し
て
見
て
ゆ
こ
う
。
こ
の
よ
う
な
歌
を
、
 
「
雑
」
の
部
に
お
い

て
、
歌
枕
別
・
歌
人
別
に
表
に
す
る
と
、
 
〔
第
一
表
〕
の
よ
う
に
な
る
。

 
歌
人
別
に
多
い
者
を
と
り
あ
げ
る
と
、
俊
成
女
7
首
、
定
家
5
首
、
家
隆
5

首
、
兵
衛
内
侍
5
首
で
あ
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
歌
人
ご
と
に
見
て
ゆ
こ
う
。

 
俊
成
女
の
8
首
の
う
ち
、
次
の
3
首
は
皇
室
の
千
年
万
年
の
繁
栄
を
祈
り
寿

ぐ
歌
で
あ
る
。
 
（
以
下
、
私
に
番
号
を
付
し
た
。
）

 
 
 
 
 
 
る
イ
（
4
）

 
ω
吉
野
河
ふ
か
き
な
が
れ
の
た
め
し
に
し
も
波
数
ま
さ
る
君
が
御
代
か
な

 
ω
鈴
鹿
河
や
そ
瀬
に
祈
る
君
が
為
吹
く
山
風
も
万
代
の
声

 
㈹
数
ご
と
に
千
世
を
や
君
に
む
す
ぶ
ら
ん
松
の
は
し
げ
き
海
橋
立

ω
は
「
吉
野
河
」
と
い
う
歌
枕
の
歌
で
あ
る
。
 
「
吉
野
河
」
に
つ
い
て
は
、
清

輔
の
『
和
歌
初
学
抄
』
に
「
ハ
ヤ
シ
ト
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

 
 
吉
野
川
岩
波
た
か
く
行
く
水
の
は
や
く
そ
人
を
思
ひ
そ
め
て
し
（
古
今
・

 
 
恋
一
・
四
七
一
・
貫
之
）

に
基
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
百
首
の
「
吉
野
河
」
十
二
首
の
歌
の
中
で

「
は
や
し
」
 
（
そ
の
活
用
形
を
含
む
）
を
用
い
て
い
る
歌
は
六
首
あ
る
が
、

〔
第
一
表
〕［噸
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「
ふ
か
し
」
を
用
い
て
い
る
の
は
、
こ
の
一
首
の
み
で
あ
る
。
波
の
数
を
賀
の

歌
に
用
い
た
前
例
は
、

 
・
お
ち
た
ぎ
つ
や
そ
宇
治
川
の
は
や
き
瀬
に
岩
こ
す
波
は
千
代
の
数
か
も

 
 
（
千
載
・
賀
・
六
一
四
・
源
俊
頼
）

が
あ
る
。
ω
は
「
鈴
鹿
河
」
の
歌
で
あ
る
。
 
「
や
そ
瀬
」
の
語
を
用
い
て
い
る

の
は
、

 
 
 
 
 
や
そ
せ

 
 
鈴
鹿
川
八
十
瀬
渡
り
て
誰
ゆ
ゑ
か
夜
越
え
に
越
え
む
妻
も
あ
ら
な
く
に

 
 
（
万
葉
十
二
・
三
一
五
六
）

を
ふ
ま
え
て
い
る
。
 
「
万
代
の
声
」
の
用
例
は
、

 
 
 
建
暦
二
年
大
嘗
会
悠
紀
方
の
屏
風
の
歌
、
長
等
山

 
 
菅
の
根
の
な
が
ら
の
山
の
嶺
の
松
吹
き
く
る
風
も
よ
う
つ
代
の
声
（
続
古

 
 
ム
「
・
賀
・
一
九
二
二
前
中
納
言
資
実
）

に
あ
る
。
詞
書
の
建
暦
二
年
（
＝
＝
二
）
は
、
 
「
内
裏
名
所
百
首
」
の
成
立

の
三
年
前
に
あ
た
っ
て
い
て
、
こ
の
大
嘗
会
は
順
徳
天
皇
の
即
位
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
次
に
㈲
は
「
海
橋
立
」
の
歌
で
あ
る
。
過
去
に
お
け
る
賀
の
歌
で

は
、 

 
万
代
を
ま
つ
に
ぞ
君
を
祝
ひ
つ
る
千
年
の
か
げ
に
住
ま
む
と
思
へ
ば
（
古

 
 
今
・
賀
・
三
五
六
・
素
性
法
師
）

 
 
君
が
世
を
何
に
た
と
へ
む
と
き
は
な
る
松
の
緑
も
千
代
を
こ
そ
ふ
れ
（
後

 
 
拾
遺
ピ
賀
・
四
三
二
・
よ
み
心
し
ら
ず
）

の
よ
う
に
、
松
の
緑
の
不
変
性
永
遠
性
を
詠
ん
だ
歌
が
多
か
っ
た
。
こ
の
「
内

裏
名
所
百
首
」
の
「
海
橋
立
」
の
歌
に
お
い
て
も
、
家
隆
は
、

 
 
み
っ
し
ほ
に
朽
ち
せ
ぬ
松
や
橋
ば
し
ら
あ
ま
の
橋
だ
て
千
世
も
限
ら
じ

と
詠
ん
で
い
る
ゆ
と
こ
ろ
で
、
松
の
繁
っ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
た
賀
の
歌

内
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は
、

 
 
千
早
ふ
る
平
野
の
松
の
枝
繁
み
千
代
も
八
千
代
も
色
は
か
は
ら
じ
（
拾
遺

 
 
 
・
賀
・
二
六
四
・
大
中
臣
能
宣
）

と
あ
り
、
松
の
葉
数
に
着
目
し
た
賀
の
歌
は
、

 
 
君
が
代
に
く
ら
べ
て
い
は
ば
松
山
の
松
の
葉
数
は
す
く
な
か
り
け
り
（
千

 
 
載
・
賀
・
六
三
二
・
藤
原
孝
善
）

と
あ
る
。
こ
の
「
内
裏
名
所
百
首
」
に
お
い
て
、
俊
成
女
は
、
松
の
葉
に
つ
い

て
「
し
げ
き
」
と
い
う
語
と
「
数
」
と
い
う
語
の
両
方
を
用
い
て
㈹
の
歌
を
詠

ん
で
い
る
。
・

 
次
に
、
俊
成
女
の
8
首
の
う
ち
、
次
の
4
首
は
皇
室
中
心
思
想
と
い
う
べ
き

も
の
を
詠
み
込
ん
で
い
る
。

 
ω
あ
ら
た
め
て
君
が
御
代
に
や
い
に
し
へ
に
帰
る
山
ぢ
も
跡
を
知
る
ら
ん

 
㈲
末
遠
く
君
を
ぞ
た
の
む
飛
鳥
河
あ
す
は
淵
瀬
を
し
ら
ぬ
み
く
つ
も

 
㈲
い
た
づ
ら
に
杉
の
梢
の
下
葉
ま
で
道
あ
る
御
世
に
相
坂
の
関

 
ω
日
の
本
の
光
は
君
が
み
か
げ
を
や
ま
ち
恋
ひ
ぬ
ら
ん
三
津
の
浜
ま
つ

 
 
 
 
 
か
へ
る
や
ま

ω
の
歌
は
「
還
山
」
の
歌
で
あ
る
。
 
「
還
山
」
と
い
う
歌
枕
に
関
係
づ
け
て
、

古
に
図
る
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。
後
鳥
羽
院
の
強
く
目
ざ
し
て
お
ら
れ
た
、
天

皇
親
政
の
世
の
復
活
と
い
う
復
古
思
想
を
こ
め
て
詠
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
後
鳥

羽
院
を
特
に
強
く
敬
い
慕
っ
た
俊
成
女
の
歌
と
し
て
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
次
に
、
㈲
は
「
飛
鳥
河
」
の
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
、

 
 
世
の
中
は
な
に
か
常
な
る
あ
す
か
川
き
の
ふ
の
淵
ぞ
今
日
は
瀬
に
な
る

 
 
 
（
古
今
・
三
下
・
九
三
三
・
よ
み
饗
し
ら
ず
）

を
本
歌
と
し
て
い
て
、
自
分
を
「
あ
す
は
淵
瀬
を
知
ら
ぬ
み
く
づ
」
に
た
と

-
え
、
天
皇
に
永
遠
に
お
す
が
り
す
る
心
を
巧
み
に
詠
ん
で
い
る
。
㈲
の
歌
は
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あ
ふ
さ
か

「
相
坂
関
」
の
歌
で
あ
る
。
 
「
相
坂
関
」
と
い
う
歌
枕
か
ら
「
杉
」
は
連
想
さ

れ
や
す
か
っ
た
。
後
拾
遺
集
に
は
、

 
 
あ
ふ
さ
か
の
杉
の
む
ら
だ
ち
引
く
ほ
ど
は
を
ぶ
ち
に
見
ゆ
る
も
ち
月
の
こ

 
 
ま
（
秋
上
・
二
七
八
・
良
逞
）

と
詠
ま
れ
、
新
古
今
集
に
は
、

 
 
う
ぐ
ひ
す
の
鳴
け
ど
も
い
ま
だ
降
る
雪
に
杉
の
葉
白
き
あ
ふ
さ
か
の
山

 
 
（
副
腎
・
一
八
・
後
鳥
羽
院
）

と
あ
る
。
後
鳥
羽
院
に
仕
え
た
俊
成
女
ば
、
「
逢
坂
関
」
と
言
え
ば
直
ち
に
右

の
後
鳥
羽
院
の
歌
が
思
い
浮
ぶ
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次

に
、
 
「
道
あ
る
世
」
の
発
想
は
、
同
じ
く
後
鳥
羽
院
の
、

 
 
お
く
山
の
お
ど
ろ
が
し
た
を
ふ
み
わ
け
て
道
あ
る
世
ぞ
と
人
に
し
ら
せ
ん

 
 
（
新
古
A
コ
・
雄
樺
中
・
 
一
山
ハ
一
二
一
二
）

を
ふ
ま
え
て
い
る
。
ま
た
、
 
「
道
あ
る
世
に
あ
ふ
」
と
い
う
発
想
は
、
新
古
今

回
に
、

 
 
 
平
治
元
年
大
嘗
会
主
基
方
、
二
日
参
入
音
声
、
生
野
を
よ
め
る
・

 
 
大
江
山
越
え
て
い
く
野
の
末
と
ほ
み
道
あ
る
世
に
も
あ
ひ
に
け
届
か
な

 
 
（
賀
・
七
五
二
・
範
兼
）

と
詠
ま
れ
て
い
る
。
ω
の
歌
は
コ
ニ
津
浜
」
の
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や
ま
と
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
い
ぎ
こ
ど
も
は
や
く
日
本
へ
大
伴
の
み
つ
の
浜
松
待
ち
恋
ひ
ぬ
ら
む
（
万

 
 
葉
・
巻
一
・
六
三
・
山
上
憶
良
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
と

 
 
い
ざ
こ
ど
も
は
や
日
の
本
へ
大
伴
の
み
つ
の
浜
松
ま
ち
恋
ひ
ぬ
ら
む
（
新

 
 
古
今
・
器
旅
・
八
九
八
・
山
上
憶
良
）

を
本
歌
と
し
、
天
皇
中
心
思
想
の
歌
へ
と
転
じ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ

 
次
に
、
俊
成
女
の
8
首
の
う
ち
、
次
の
1
首
（
若
浦
）
は
、
後
鳥
羽
院
へ
の

敬
慕
の
歌
と
見
た
い
の
で
あ
る
。

 
㈲
人
な
み
に
君
わ
す
れ
ず
は
わ
か
の
う
ら
の
入
江
の
も
く
づ
数
な
ら
ず
と
も

㈲
の
歌
に
お
い
て
、
自
分
を
「
み
く
づ
」
に
た
と
え
て
い
た
が
、
㈲
の
歌
で
は

自
分
を
「
も
く
づ
」
に
た
と
え
、
後
鳥
羽
院
（
君
）
を
敬
慕
し
て
い
る
と
見
た

い
の
で
あ
る
。

 
以
上
、
皇
室
賛
美
・
皇
室
尊
重
の
歌
に
つ
い
て
、
俊
成
女
の
歌
を
見
て
き

た
。
こ
の
「
内
裏
名
所
百
首
」
に
お
い
て
俊
成
女
の
歌
に
こ
の
種
類
の
も
の
が

 
 
 
 
 
 
 
 
ダ

最
も
多
い
の
は
、
彼
女
が
か
つ
て
後
鳥
羽
院
か
ら
の
恩
顧
を
受
け
る
こ
之
が
多

か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
俊
成
女
が
建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）
に
後
鳥
羽
院
女

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
6
）

房
と
し
て
出
仕
し
た
の
は
、
院
の
御
配
慮
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
院
は
彼
女

の
不
遇
で
あ
っ
た
こ
と
に
同
情
さ
れ
、
ま
た
そ
の
歌
才
を
賞
し
て
、
'
彼
女
を
召

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
出
仕
前
に
．
「
千
五
百
番
歌
合
」
の
作
者
に
任
ぜ
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
新
古
今
撰
集
に
際
し
て
、
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）
三
月
二
日

に
、

 
以
定
家
・
家
隆
・
押
小
路
女
房
等
三
人
、
各
前
立
一
巻
之
始
者
（
明
月
記
）

と
い
う
院
宣
を
下
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
彼
女
の
歌
は
新
古
今
集
巻
十
二

恋
歌
二
の
巻
頭
を
飾
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
の
栄
誉
を
与
え
て
く

だ
さ
っ
た
後
鳥
羽
院
の
御
恩
顧
の
深
さ
を
、
彼
女
は
心
に
銘
じ
て
一
生
忘
れ
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
内
裏
名
所
百
首
」
は
玄
徳
天
皇

内
裏
で
の
催
し
で
あ
っ
た
が
、
順
徳
天
皇
は
後
鳥
羽
院
の
皇
子
で
あ
り
、
後
鳥

，
羽
院
は
こ
の
時
期
に
も
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
て
お
ら
れ
、
天
皇
親
政
の
治
世

の
復
活
を
目
ざ
し
て
お
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
こ
の
「
内
裏
名
所
百

首
」
に
お
い
て
、
俊
成
女
が
皇
室
賛
美
・
皇
室
尊
重
の
歌
を
、
雑
の
部
で
8

首
、
春
の
部
（
水
無
瀬
河
）
に
1
首
と
、
他
の
歌
人
よ
り
も
最
も
多
く
詠
ん
だ

（88）



心
情
は
、
十
分
に
納
得
で
き
る
の
で
あ
る
。

 
定
家
の
5
首
の
う
ち
、
次
の
4
首
は
皇
室
の
千
年
万
年
の
繁
栄
を
祈
り
寿
ぐ

歌
で
あ
る
。

 
㈲
吉
野
河
い
は
と
か
し
は
を
こ
す
波
の
と
き
は
か
き
は
ぞ
我
が
君
の
御
代

 
 
（
新
後
拾
遺
集
・
慶
賀
・
一
五
三
四
に
入
集
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ち
よ

 
⑩
す
ず
か
河
や
そ
せ
ふ
み
わ
た
る
み
て
ぐ
ら
も
君
が
世
な
が
き
千
世
の
長
月

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
よ

 
ω
さ
ざ
れ
石
は
い
は
ほ
と
成
り
て
あ
す
か
河
ふ
ち
せ
の
声
を
き
か
ぬ
御
代
か

 
 
な

 
 
 
 
 
と
ば
た
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
ゆ
き

 
⑫
末
遠
き
鳥
羽
田
の
医
し
め
し
よ
り
い
く
世
の
花
に
御
幸
ふ
る
ら
ん

㈲
は
「
吉
野
河
」
の
歌
で
あ
り
、
次
の
歌
を
本
歌
と
し
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
感

 
 
吉
野
川
い
は
と
か
し
は
と
常
磐
な
す
吾
は
通
は
む
万
代
ま
で
に
（
万
葉
・

 
 
巻
七
・
㎝
一
三
四
〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．
ρ

．
「
と
き
は
か
き
は
」
の
用
例
は
、
新
古
今
集
に
、

 
 
 
 
寛
治
八
年
関
白
前
太
政
大
臣
高
陽
院
の
歌
合
に
、
祝
の
心
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
康
資
王
母

 
 
万
代
を
松
の
尾
山
の
蔭
茂
み
君
を
ぞ
祈
る
と
き
は
か
き
は
に
（
賀
・
七
二

 
 
六
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
7
）

と
あ
り
、
更
に
さ
か
の
ぼ
る
と
祝
詞
（
春
日
祭
り
祈
年
祭
）
に
あ
る
。
「
と
き

 
 
 
と
こ
い
は
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
た
い
は

は
」
は
「
常
磐
」
の
約
、
 
「
か
き
は
」
は
「
堅
磐
」
の
約
「
か
ち
は
」
の
誤
っ

た
語
と
い
う
（
岩
波
古
語
辞
典
）
。
と
も
に
、
磐
石
の
よ
う
に
永
久
に
変
ら
な

い
こ
と
を
い
う
語
で
あ
る
。
定
家
は
こ
の
よ
う
な
荘
重
な
古
語
を
用
い
て
、
皇

室
の
永
遠
の
繁
栄
を
寿
い
で
い
る
。
次
に
⑩
の
歌
は
、
万
葉
集
の
、

 
 
鈴
鹿
川
八
十
瀬
渡
り
て
誰
ゆ
ゑ
か
夜
越
え
に
越
え
む
妻
も
あ
ら
な
く
に

内
裏
名
所
百
首
雑
歌
考

 
 
（
W
巷
十
二
・
一
二
一
五
山
ハ
）

か
ら
言
葉
を
取
っ
て
荘
重
に
詠
ん
で
い
る
。
次
に
0
9
の
歌
は
、
次
の
二
つ
の

歌
、
'

 
 
わ
が
君
は
千
代
に
八
千
代
に
さ
ざ
れ
石
の
い
は
ほ
と
な
り
て
苔
の
む
す
ま

 
 
で
（
古
今
・
賀
・
三
四
三
・
よ
み
思
し
ら
ず
）

 
 
世
の
申
は
何
か
常
な
る
あ
す
か
窪
き
の
ふ
の
淵
ぞ
今
日
は
瀬
に
な
る
（
古

 
 
今
・
雑
書
・
九
三
三
・
よ
み
写
し
ら
ず
）

を
本
歌
と
し
、
皇
室
の
永
遠
の
繁
栄
と
、
よ
く
治
ま
っ
た
御
代
へ
の
賛
美
と
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
ば

巧
み
に
詠
ん
で
い
る
。
次
に
⑫
の
歌
は
「
鳥
羽
」
の
歌
で
あ
る
。
 
「
鳥
羽
」
と

い
う
歌
枕
は
「
鳥
羽
田
」
を
連
想
し
や
す
く
、
詞
花
集
に
は
、

 
 
山
し
ろ
の
と
ば
た
の
お
も
を
み
わ
た
せ
ば
ほ
の
か
に
け
さ
ぞ
秋
風
は
ふ
く
一

 
 
（
秋
・
八
○
・
好
忠
）

の
歌
が
あ
り
、
新
古
今
回
に
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
も

 
 
大
江
山
か
た
ぶ
く
月
の
影
さ
え
て
鳥
羽
田
の
面
に
射
つ
る
雁
が
ね
（
雪
下

 
 
・
五
〇
三
・
慈
円
）

0
歌
が
あ
る
。
こ
の
「
内
裏
名
所
百
首
」
の
「
鳥
羽
」
の
歌
で
は
、
十
二
首
の

う
ち
「
鳥
羽
田
」
と
し
て
用
い
た
歌
が
十
首
で
、
他
の
二
首
は
「
と
は
に
」

（
「
永
遠
に
」
の
意
）
の
掛
詞
と
し
て
用
い
て
い
る
。
ま
た
、
 
「
鳥
羽
」
は
鳥

羽
上
皇
の
離
宮
の
あ
っ
た
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
⑫
の
歌
は
、
 
「
遠

い
将
来
ま
で
も
と
、
鳥
羽
田
の
南
に
離
宮
を
お
作
り
に
な
っ
て
か
ら
、
幾
代
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
8
）

わ
た
っ
て
、
春
の
花
が
雪
と
降
り
、
行
幸
御
幸
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
。
」
の
意

味
に
な
っ
て
い
る
。
「
み
ゆ
き
」
は
花
の
比
喩
と
し
て
の
「
深
雪
」
に
「
御
幸
」

（
行
幸
）
を
掛
け
、
・
「
ふ
る
」
は
「
降
る
」
に
「
古
る
」
を
掛
け
る
と
い
う
工

夫
を
こ
ら
し
、
華
麗
に
詠
ん
で
、
皇
室
の
繁
栄
を
賛
美
し
て
い
る
。

（．89 ）



 
定
家
の
5
首
の
う
ち
、
残
り
の
1
首
を
次
に
見
よ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ふ
る

 
⑬
君
に
な
ほ
会
坂
山
も
か
ひ
そ
な
き
杉
の
古
葉
に
色
し
み
え
ね
ば

は
「
相
坂
関
」
の
歌
で
あ
る
。
 
「
相
坂
関
」
に
よ
っ
て
杉
が
連
想
さ
れ
や
す
か

っ
た
こ
と
は
、
前
に
俊
成
女
の
「
相
坂
関
」
の
歌
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
。
と
こ

ろ
で
、
こ
の
定
家
の
歌
に
お
け
る
「
杉
の
古
葉
」
は
、
わ
が
子
為
家
の
四
位
の

 
 
 
 
 
（
9
）

緑
衣
を
暗
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
0
3
の
歌
は
、
 
「
逢

坂
山
で
人
に
逢
う
よ
う
に
、
君
が
代
に
逢
い
申
上
げ
は
し
た
も
の
の
、
わ
が
子

（
為
家
）
の
衣
の
色
は
杉
の
古
葉
の
色
だ
け
で
、
他
の
色
が
見
え
な
い
か
ら
、

 
 
 
 
 
 
（
1
0
）

甲
斐
が
あ
り
ま
せ
ん
。
」
の
意
味
に
な
っ
て
い
て
、
天
皇
に
嘆
願
す
る
と
い
う

特
色
の
あ
る
歌
に
な
っ
て
い
る
。

 
家
畜
の
5
首
の
う
ち
、
次
の
2
首
は
皇
室
の
千
年
万
年
の
繁
栄
を
寿
い
で
い

る
。 

ω
な
が
き
世
の
た
め
し
に
ひ
か
む
す
ず
か
河
越
え
て
い
っ
き
の
わ
た
ら
ひ
の
馳

 
 
し
め

 
 
 
よ
う
つ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
リ
イ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
 
 
 
 
ゆ
イ
（
1
1
）

 
⑱
や
ほ
万
と
ば
た
の
い
ね
を
か
け
つ
み
て
道
あ
る
里
の
た
み
ぞ
さ
か
ふ
る

ω
は
「
鈴
鹿
河
」
の
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌
に
お
け
る
「
い
っ
き
の
わ
た
ら
ひ
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
け

と
い
う
語
句
は
、
万
葉
集
巻
二
、
一
九
九
の
長
歌
（
柿
本
動
乱
の
詠
ん
だ
、
高

ち
の
み
こ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
虐
ら
ひ
ー
レ

市
皇
子
の
挽
歌
）
「
…
…
渡
会
の
い
っ
き
の
宮
ゆ
神
風
に
い
吹
き
惑
は
し
…
…
」

（
壬
申
の
乱
の
時
、
高
市
皇
子
が
将
軍
と
な
っ
て
戦
わ
れ
た
有
様
を
歌
っ
た
部

分
）
か
ら
取
っ
て
い
る
。
次
に
㈲
の
歌
は
「
鳥
羽
」
の
歌
で
あ
る
。
 
「
鳥
羽
」

と
い
う
歌
枕
が
「
田
」
を
連
想
し
て
「
鳥
羽
田
」
と
な
り
や
す
か
っ
た
こ
と

は
、
前
に
定
家
の
項
で
述
べ
た
。
そ
の
「
鳥
羽
田
」
か
ら
「
稲
」
を
連
想
し
、

「
稲
」
の
収
穫
の
多
い
こ
と
を
「
や
ほ
よ
う
つ
」
と
い
う
語
で
表
し
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や
ほ
よ
う
つ
ち
，

「
や
ほ
よ
う
つ
」
と
い
う
語
は
万
葉
集
に
用
例
が
二
つ
あ
り
、
「
八
百
万
千

よ
う
つ
が
み
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ち
と
世

 
万
神
の
」
 
（
一
六
七
）
、
 
「
八
百
万
千
年
を
か
ね
て
定
め
け
む
な
ら
の
み
や

-
こ
は
」
 
（
一
〇
四
七
）
と
（
い
ず
れ
も
皇
室
に
関
し
て
荘
重
な
表
現
に
用
い
ち

れ
て
い
る
語
で
あ
る
。
 
「
道
あ
る
里
」
と
い
う
表
現
は
、
前
に
俊
成
女
の
と
こ

ろ
で
述
べ
た
「
道
あ
る
世
」
と
い
う
、
天
皇
の
御
代
を
賛
美
す
る
表
現
か
ら
連

想
さ
れ
る
語
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
表
現
を
用
い
、
 
「
鳥
羽
」
と
い
う
田
園
地

域
の
繁
栄
を
、
天
皇
中
心
の
繁
栄
に
結
び
つ
け
た
、
巧
み
な
歌
に
な
っ
て
い

る
。 

家
隆
の
5
首
の
う
ち
、
残
り
の
3
首
は
、
次
の
よ
う
に
皇
室
急
心
思
想
を
あ

ら
わ
す
歌
に
な
っ
て
い
る
。

 
 
た
つ

 
㈲
辰
の
市
や
ち
と
せ
を
か
へ
て
く
る
民
も
国
の
都
の
わ
が
君
の
た
め

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ち
た
び

、
α
の
君
が
代
に
い
ま
も
つ
く
ら
ば
津
の
国
の
な
が
ら
の
は
し
ゃ
千
度
わ
た
ら
ん

 
圃
し
か
な
が
ら
し
か
ま
の
市
の
か
た
び
さ
し
久
し
き
御
世
に
つ
く
り
か
さ
ね

 
 
よ
イ
（
1
2
）

 
 
ん

㈲
の
歌
は
「
辰
市
」
の
歌
で
あ
る
。
「
く
に
の
都
」
と
い
う
語
は
、
万
葉
集
に
、

 
 
 
 
 
く
に

 
 
今
造
る
蟹
は
山
川
の
清
け
き
見
れ
ば
う
べ
知
ら
す
ら
し
（
巻
六
・

 
 
一
〇
三
七
）

な
ど
七
例
の
用
例
が
あ
る
。
 
「
久
適
の
都
」
は
、
天
平
十
二
年
か
ら
十
六
年
ま

で
の
都
で
、
今
の
京
都
府
相
楽
郡
加
茂
・
山
城
・
木
津
町
に
わ
た
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
そ
の
万
葉
語
を
、
家
隆
は
「
国
の
都
」
の
意
味
に
用
い
て
い
る
。
売

買
を
連
想
さ
せ
る
「
辰
市
」
を
、
天
皇
二
心
思
想
に
結
び
つ
け
て
詠
ん
で
い
る
。

 
 
 
 
 
な
が
ら

αの

ﾌ
歌
は
「
長
柄
橋
」
の
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
古
今
集
の
、

 
 
な
に
は

 
 
難
波
な
る
長
柄
の
橋
も
つ
く
る
な
り
今
は
我
身
を
何
に
た
と
へ
む
（
雑
体

 
 
・
一
〇
五
一
・
伊
勢
）
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し
か
ま

を
本
歌
と
し
て
、
巧
み
に
詠
ん
で
い
る
。
次
に
⑱
の
歌
は
「
飾
磨
市
」
の
歌
で

あ
る
。
こ
の
歌
は
、
 
「
飾
磨
市
」
を
天
皇
の
「
久
し
き
御
世
」
に
結
び
つ
け
て

詠
ん
で
い
る
。

 
兵
衛
内
侍
に
も
皇
室
賛
美
・
皇
室
尊
重
の
歌
が
5
首
あ
る
。
紙
幅
の
関
係
で

歌
だ
け
を
次
に
掲
げ
て
お
く
。

 
⑲
君
が
代
は
よ
し
の
の
河
の
と
こ
波
に
た
ゆ
る
時
な
き
影
ぞ
み
え
け
る

 
㈲
月
影
も
た
え
ず
や
す
ま
む
す
ず
か
河
伊
勢
を
の
宮
は
世
々
の
古
道

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と

 
⑳
君
が
代
は
た
ゆ
る
世
も
あ
ら
じ
飛
鳥
河
な
が
れ
て
は
や
き
月
日
な
り
け

 
 
も
イ
（
1
3
）

 
 
り

 
2
2
山
城
の
鳥
羽
田
の
稲
は
か
た
よ
り
て
君
に
な
び
か
す
秋
風
ぞ
ふ
く

 
⑳
数
し
ら
ず
行
き
か
ふ
民
の
辰
の
市
に
に
ぎ
は
ふ
御
世
は
こ
れ
も
見
え
け
り

 
 
 
 
 
 
 
 
二

 
次
に
、
 
「
内
裏
名
所
百
首
」
に
お
け
る
雑
、
 
「
芳
野
河
」
の
家
産
の
歌
の
本

文
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。
こ
の
歌
を
、
『
新
編
国
歌
大
観
、
第
三
巻
、
私
家

集
編
」
に
お
け
る
壬
二
集
の
「
順
徳
院
名
所
百
首
」
 
（
蓬
左
文
庫
蔵
玉
吟
集
を

底
本
と
す
る
）
に
よ
っ
て
見
る
と
、

 
 
よ
し
の
河
よ
し
や
世
の
中
は
や
き
瀬
に
た
へ
ね
ば
こ
そ
は
今
日
ま
で
も
あ

 
 
・
れ

 
 
 
 
（
1
4
）

と
な
っ
て
い
る
。

 
次
に
、
こ
の
歌
を
「
新
編
国
歌
大
観
、
第
四
巻
、
定
数
歌
謡
」
に
お
け
る

「
建
保
名
所
百
首
」
 
（
曼
殊
院
蔵
本
を
底
本
と
す
る
）
に
よ
っ
て
見
て
も
、
右

の
傍
線
の
部
分
は
同
様
に
「
た
へ
ね
ば
」
と
な
っ
て
い
る
。

内
裏
名
所
百
首
雑
歌
考

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
5
）

 
と
こ
ろ
が
、
同
じ
曼
殊
院
本
を
影
印
に
付
し
鞄
『
内
裏
名
所
百
首
」
 
（
京
都

大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究
室
）
を
見
る
と
、
右
の
歌
の
傍
線
部
は
「
た
＼

ね
は
」
と
読
め
る
の
で
あ
る
。
 
「
へ
」
と
「
㌧
」
と
は
字
の
形
が
似
て
い
る
。

 
 
 
 
ぬ

そ
も
そ
も
、
ど
ち
ら
が
原
本
の
本
文
の
文
字
で
あ
っ
た
か
が
問
題
と
な
る
。

 
こ
の
部
分
の
校
異
に
つ
、
い
て
、
管
見
の
範
囲
で
記
す
と
、
右
に
記
し
た
外
で

は
、

〔
た
へ
ね
は
〕
新
校
群
書
類
従
本

〔
絶
ね
は
〕
黒
川
文
庫
本

 
 
ロ
ズ

〔
た
た
ね
は
）
永
青
文
庫
本

〔
た
＼
ね
は
〕
東
大
本
、
内
閣
文
庫
本
、
高
松
家
本
玉
吟
集
（
久
保
田
淳
氏
編

 
 
著
、
藤
原
家
隆
集
と
そ
の
研
究
）
．
、
内
裏
名
所
百
首
注
（
疎
竹
文
庫
蔵
、

 
 
京
都
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
編
）

で
あ
る
。

 
と
こ
ろ
で
、
こ
の
家
隆
の
歌
は
、
次
の
万
葉
集
の
歌
を
本
歌
と
し
て
い
る
と

考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
そ
の
意
味
を
十
分
に
汲
み
取
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
 
「
新
編
国
歌
大
観
、
第
二
巻
、
私
撰
集
編
』
に
よ

っ
て
記
す
。

 
＝
些
産
 
物
部
乃
 
八
十
氏
川
乃
 
急
瀬
 
立
言
得
恋
毛
 
吾
為
鴨

 
 
も
の
の
ふ
の
や
そ
う
ち
か
は
の
は
や
き
せ
に
た
ち
え
ぬ
こ
ひ
も
あ
れ
は
す

 
 
る
か
も
（
巻
第
十
一
、
寄
物
陳
思
）

 
こ
の
歌
の
意
味
に
つ
い
て
、
 
『
日
本
古
典
文
学
大
系
」
は
、

 
宇
治
川
の
早
瀬
で
立
っ
て
い
よ
う
と
し
て
も
流
さ
れ
る
よ
う
に
、
私
は
恋
心

 
に
押
し
流
さ
れ
そ
う
で
あ
る
。

と
解
し
、
 
『
万
葉
集
評
釈
（
窪
田
空
穂
氏
）
」
は
、
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〆

 
宇
治
川
の
急
流
に
立
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
よ
う
な
苦
し
い
恋
を
、
我
は
し
て

 
い
る
ζ
と
だ
な
あ
。

と
解
し
て
い
る
。
 
「
は
や
き
せ
に
た
ち
え
ぬ
」
は
、
 
「
押
し
流
さ
れ
て
し
ま
い

そ
う
な
、
危
険
を
は
ら
む
苦
し
い
状
態
」
を
意
味
レ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 
金
葉
和
歌
集
の
左
の
歌
は
、
右
の
万
葉
集
の
歌
を
ふ
ま
え
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
」

 
 
 
 
水
車
を
見
て
よ
め
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
僧
正
行
軍

 
 
は
や
き
せ
に
た
た
ぬ
ば
か
り
ぞ
み
つ
ぐ
る
ま
わ
れ
も
う
き
世
に
め
ぐ
る
と

 
 
を
し
れ
（
雑
上
・
五
六
一
）

 
前
掲
の
家
隆
の
歌
に
つ
い
て
、
幽
『
内
裏
名
所
百
首
注
」
（
疎
竹
文
庫
蔵
）
は
、

 
た
㌧
ね
は
こ
そ
は
け
ふ
ま
て
も
と
は
た
と
へ
は
立
た
る
物
は
何
に
し
て
も
一

 
度
は
こ
ろ
ふ
と
也
た
㌧
ぬ
は
そ
の
ま
、
な
れ
は
か
く
い
へ
り
又
出
頭
の
人
の

 
一
度
は
亡
か
こ
と
く
芳
野
川
底
早
き
に
か
＼
は
ら
は
こ
ろ
ふ
へ
し
此
も
世
間

 
に
取
あ
は
ぬ
義
也
世
上
の
出
頭
を
の
か
れ
て
あ
れ
は
こ
そ
け
ふ
ま
て
も
あ
れ

 
と
也
早
き
瀬
に
た
＼
ぬ
は
か
り
そ
水
車
わ
れ
も
浮
世
を
め
く
る
と
を
し
れ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
6
）

と
述
べ
、
 
『
名
所
百
首
和
歌
聞
書
」
は
、

 
人
の
世
に
出
頭
の
人
は
か
な
ら
ず
早
く
し
ぬ
る
事
有
、
又
身
を
た
て
ぬ
人
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
マ

 
存
命
る
事
有
、
さ
れ
ば
よ
し
や
世
中
早
瀬
に
た
て
ね
ば
こ
そ
は
と
也
、
早
瀬

 
に
た
ゾ
ぬ
ば
か
り
ぞ
水
ぐ
る
ま
我
も
憂
世
に
め
ぐ
る
と
を
し
れ

と
述
べ
て
い
る
。
二
つ
の
注
釈
書
が
い
ず
れ
も
出
頭
の
入
を
想
定
し
、
出
頭
の

人
の
よ
う
に
、
危
険
を
は
ら
む
立
場
に
立
た
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
今
日
ま
で
も

生
き
な
が
ら
え
て
い
る
と
解
し
て
い
る
。

 
こ
こ
で
前
掲
の
家
隆
の
歌
の
第
一
句
、
第
二
句
を
見
よ
う
。
 
「
よ
し
の
河
よ

し
や
」
と
い
う
、
頭
韻
に
同
音
を
置
い
た
語
を
重
ね
た
技
巧
は
臥
す
で
に
古
今

集
に
、

 
 
流
れ
て
は
妹
背
の
山
の
中
に
落
つ
る
吉
野
の
川
の
よ
し
や
世
の
中
（
恋
五

 
 
 
・
八
二
八
・
よ
み
秘
し
ら
ず
）

 
も
 
ロ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
と

 
 
吉
野
川
よ
し
や
人
こ
そ
つ
ら
か
ら
め
は
や
く
言
ひ
て
し
言
は
忘
れ
じ
（
恋

 
 
五
・
七
九
四
・
躬
恒
）

と
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
吉
野
川
の
流
れ
の
速
い
こ
と
は
、
古
今
集
に
、

 
 
吉
野
川
岩
波
た
か
く
行
く
水
の
は
や
く
そ
人
を
思
ひ
そ
め
て
し
（
恋
一
・

 
 
四
七
一
・
貫
之
）

と
詠
ま
れ
て
い
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
'

 
家
隆
の
歌
は
、
こ
れ
ら
の
歌
を
ふ
ま
え
て
、

 
 
よ
し
の
河
よ
し
や
世
の
申
は
や
き
瀬
に
た
た
ね
ば
こ
そ
は
今
日
ま
で
も
ふ

 
 
れ
、

と
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
歌
に
お
い
て
、
 
「
よ
し
の
河
」
は
次
の
「
よ
し
や
」
と

同
音
を
連
ね
る
枕
詞
と
な
り
、
ま
た
「
は
や
き
」
の
縁
語
と
な
っ
て
い
る
。

 
「
よ
し
や
」
の
意
味
は
、
前
掲
の
古
今
集
の
「
流
れ
て
は
…
…
よ
し
や
世
の

中
」
に
お
け
る
意
味
と
同
じ
く
、
 
「
不
満
足
で
は
あ
る
が
、
や
む
を
え
な
い
と

考
え
て
、
放
任
、
許
容
す
る
さ
ま
を
表
わ
す
語
」
 
（
日
本
国
語
大
辞
典
、
よ
し
「

，
や
①
）
の
意
と
考
え
ら
れ
る
。
一
首
の
意
味
は
、
 
「
ま
あ
い
い
よ
。
世
の
中
に

お
い
て
、
吉
野
川
の
早
い
瀬
に
立
つ
よ
う
に
、
押
し
流
さ
れ
て
し
ま
い
そ
う
な

危
険
を
は
ら
む
苦
し
い
立
場
に
立
た
な
か
っ
た
か
ち
こ
そ
、
私
は
今
日
ま
で
も

命
が
あ
っ
た
の
だ
。
」
と
解
さ
れ
る
。

 
前
に
あ
げ
た
『
名
所
百
首
和
歌
聞
書
」
に
お
い
て
、
 
「
は
や
き
瀬
に
立
つ
」

の
解
説
と
し
て
、
 
「
人
の
世
に
出
頭
の
人
は
か
な
ら
ず
早
く
し
ぬ
る
事
有
］
と

あ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
こ
の
歌
の
作
者
家
書
は
ど
う
い
う
人
を
念
頭
に
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置
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
推
測
す
る
に
、
お
そ
ら
く
摂
政
太
政
大
臣

で
あ
っ
た
三
三
の
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
良
経
は
建
永
元
年
（
一
二
〇

六
）
三
月
七
日
の
暁
、
寝
所
に
お
い
て
急
死
し
て
い
る
。
時
に
三
十
八
歳
で
あ

っ
た
。
そ
の
突
然
の
死
は
、
後
白
河
院
の
た
た
り
と
も
う
わ
さ
さ
れ
、
あ
る
い

は
天
井
よ
り
刺
殺
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
政
敵
で
あ
っ
た
藤
原
頼
実
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
7
）

兼
子
が
謀
っ
て
暗
殺
し
た
の
だ
と
も
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
良
経
の
死
は
、

「
内
裏
名
所
百
首
」
の
成
立
し
た
建
保
三
年
（
＝
＝
五
）
（
十
一
月
頃
披
講
）

の
九
年
前
の
こ
と
で
、
同
じ
建
保
三
年
の
九
月
に
披
講
さ
れ
て
家
母
も
出
尽
し

た
「
内
大
臣
家
百
首
」
の
主
催
者
道
家
の
父
の
死
の
こ
と
で
も
あ
る
。
家
隆
の

心
に
、
悲
痛
な
こ
と
と
し
て
深
く
刻
ま
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
呼
量
は
そ
の

良
経
の
三
十
八
歳
で
の
若
死
に
と
対
比
し
て
、
自
分
の
五
十
八
歳
の
人
生
に
お

け
る
述
懐
と
し
て
、
こ
の
歌
を
詠
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

 
右
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
初
め
に
問
題
と
し
た
と
こ
ろ
の
、
 
「
た
へ
ね
ば
」

で
あ
る
か
「
た
＼
ね
ば
」
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
 
「
た
、
ね
ば
」

ど
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
歌
の
意
味
を
理
解
し
、
歌
の
情
感
を
十
分
に
汲

み
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

〔
注
〕

（
1
）
こ
の
百
首
の
成
立
に
つ
い
て
、
群
書
類
従
本
そ
の
他
に
十
月
二
十
四
日

 
披
講
と
あ
る
の
は
予
定
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
年
九
月
初
旬
よ

 
り
計
画
が
進
め
ら
れ
、
十
一
月
頃
の
披
講
で
あ
っ
た
と
す
る
久
保
田
淳
氏

 
の
説
に
従
う
冷
 
（
「
藤
原
家
乗
集
と
そ
の
研
究
」
四
九
三
、
四
九
七
ペ
ー

 
ジ
）

（
2
）
本
文
は
、
曼
殊
院
蔵
本
を
底
本
と
す
る
新
編
国
歌
大
観
、
第
四
巻
「
建

 
保
名
所
百
首
」
に
よ
る
。

、
内
裏
名
所
百
首
雑
歌
考

（
3
）
久
保
田
淳
氏
『
新
古
今
歌
人
の
研
究
』
八
二
六
・
八
八
五
ぺ
」
ジ
。

（
4
）
校
異
、
ふ
る
き
（
永
青
文
庫
本
、
黒
川
文
庫
本
）
'

（
5
）
注
4
参
照
。

（
6
）
山
口
聖
子
氏
「
俊
成
女
」
、
日
本
歌
人
講
座
4
『
中
世
の
歌
人
皿
」
一

 
七
八
、
一
七
九
ペ
ー
ジ
。

（
7
）
久
保
田
淳
氏
「
新
古
今
和
歌
集
全
評
釈
」
第
四
巻
、
七
二
六
の
歌
の
語

 
釈
に
よ
る
。

（
8
）
久
保
田
淳
氏
「
訳
注
、
藤
原
定
家
全
歌
集
、
上
」
二
〇
〇
ペ
ー
ジ
頭

 
注
。

（
9
）
注
8
の
書
、
二
〇
二
ペ
ー
ジ
。

（
1
0
）
注
9
に
同
じ
。

（
1
1
）
校
異
、
第
三
句
の
「
か
け
つ
み
て
」
ぱ
v
群
書
類
従
本
、
東
大
本
書

 、

早
A
内
閣
文
庫
二
〇
一
・
三
一
二
本
で
は
「
か
り
つ
み
て
」
。
第
五
句
の

 
 
「
さ
か
ふ
る
」
は
、
群
書
類
従
本
、
高
松
宮
家
本
玉
吟
集
で
は
「
さ
か
ゆ

 
る
」
。
．

（
1
2
）
校
異
、
第
五
句
の
「
つ
く
り
か
さ
ね
ん
」
は
、
東
大
本
、
黒
川
文
庫

 
本
、
高
松
宮
家
本
玉
吟
集
、
内
閣
文
庫
三
一
二
本
で
は
「
つ
く
り
か
さ
ね

 
よ
」
。

（
1
3
）
校
異
、
第
五
句
の
「
月
日
な
り
け
り
」
は
、
東
大
本
、
黒
川
文
庫
本
、

 
永
青
文
庫
本
、
内
閣
文
庫
三
一
二
本
で
は
「
月
日
な
り
と
も
」
。
な
お
、

 
こ
の
歌
は
東
大
本
お
よ
び
黒
川
文
庫
本
で
は
十
一
番
目
に
書
か
れ
、
俊
成

 
女
の
歌
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
・

（
1
4
）
雷
獣
は
蓬
左
文
庫
蔵
玉
吟
集
の
現
物
は
未
見
で
あ
る
。

（
1
5
）
臨
川
書
店
、
昭
和
五
十
八
年
刊
。
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（
1
6
）
立
教
大
学
日
本
文
学
第
三
十
一
・
三
十
二
号
、
井
上
宗
雄
氏
・
天
沼
律

 
子
氏
・
茂
木
み
ど
り
氏
「
名
所
百
首
和
歌
聞
書
」
 
〈
解
説
と
翻
刻
〉
に
よ

 
る
。

（
1
7
）
安
田
章
生
氏
『
新
古
今
回
歌
人
論
」
。
な
お
安
田
氏
は
次
の
よ
う
に
述

 
べ
て
お
ら
れ
る
。
「
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
三
長
記
、
愚
管
抄
、

 
尊
卑
分
脈
、
続
本
朝
通
三
等
参
照
。
な
お
、
良
経
の
妻
と
な
っ
た
藤
原
能

 
保
の
女
は
源
頼
朝
の
姪
に
あ
た
り
、
彼
は
政
見
の
上
か
ら
も
親
旧
派
で
あ

 
つ
た
。
そ
の
こ
と
が
後
白
河
院
の
霊
の
怒
り
を
買
っ
た
と
い
う
よ
う
に
考

 
え
ら
れ
、
そ
の
た
た
り
と
い
う
よ
う
な
噂
が
出
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま

 
た
、
頼
実
・
兼
子
夫
妻
は
兼
実
・
良
経
の
政
敵
で
あ
っ
た
。
」
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